
第２回 諏訪湖の環境改善に係る専門家による検討の場 論点

１ 湖底の貧酸素

今後行っていくべき貧酸素対策

・短期的（応急的対策）、長期的対策

・優先的に対策すべき場所は（沿岸域、湖心）

・機械的な貧酸素対策の有効性、導入した場合の影響

２ ヒシの大量繁茂

ヒシの刈取り量

ヒシの刈取り以外の抑制方法

ヒシ刈り取り後の影響

３ 生態系

（１）シジミの採れる諏訪湖

ターゲットとするシジミの種類

シジミ生息環境の整備をどのように行うのか

（２）植生の保全

保護、回復させる水生植物は。どの場所を優先的に行うのか。その方法は。
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シジミ等の生息環境の悪化
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ヒシの刈取り、湖外搬出

ばっ気等の機械的対策

諏訪湖に適した

シジミ等の放流
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ヒシの大量繁茂

【懸念される事項】

・機械的対策（貧酸素対策）を導入した場合の水質や底生生物

等への影響

・回復した沈水植物の種類によっては、水質の悪化の可能性（ア

オコの発生、透明度、DOの低下等）

水質浄化

覆砂等による底質改善

諏訪湖水質保全計画に掲げる各種対策

シジミ等の資源回復

生物多様性の保全

沈水植物の回復

沈水植物

の種類に

より


